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　ロシアのエリツィン政権の経済管理制度改革の基本
理念は，「シャターリソ・プログラム」前文に見られ
る。このプログラムは，1990年7月にゴルバチョフソ
連大統領（当時）とエリツィソ・ロシア最高会議議長
（当時）との合意に基づき，経済学者シャターリンら
のグループが，ソ連の市場経済移行の方法を提案する
文書として作成したものである。「シャターリン・プ
ログラム」の性格は，一口で言うと，自由放任的経済
思想の再現である。この理念に基づいて1992－1993年
には，企業の民営化，商品市場・労働市場・金融市場
の導入，企業活動の自由化が，急激に進展した。
　それに応じて企業レベルでは，多くの国有企業が民
営化され，多数の民間企業が新たに設立されたし，企
業は計画経済体制から離脱し，市場取引の主体として
活動し始めた。
　このようにして急進的自由化路線は，旧来の経済管
理システムを急速に解体させ，私的所有，市場的調
整，企業活動の自由に基づく，新しい経済管理システ
ムを産み出してきた。しかし，他方では，システム転
換の急激さと，「空想的」とまで批判されるほどの自
由放任的改革理念とは，経済混乱を増幅し，社会階層
間の対立を深めてきた。
　1993年12月に同時に行なわれた議会選挙と新憲法草
案に関する国民投票の結果は，このような状況を反映
して，矛盾したものとなった。すなわち，まず，議会
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選挙では，反エリツィンの右翼，保守派の諸党派が多
数の議席を獲得し，エリツィン路線に近い諸党派は3
分の1程度の議席しか確保できなかった。それに対応
して，政府も保守派寄りに改造されることになり，エ
リツィソ派閣僚の多くが閣外に去った。さらに，1994
年2月には，政府顧問の学者グループから，経済統制
の大幅な復活を提案する文書が政府に提出され，経済
の急進的自由化にブレーキがかかる可能性が高まって
きた。しかし，他方で，国民投票により，エリツィン
大統領の提案した憲法草案が承認され，個人の権利と
自由（経済的権利と自由をも含む）を高らかに唱い上
げた新憲法が制定された。
　企業レベルでもやはり状況は錯綜している。特に，
民営化にさいして各企業では，従業員，経営陣，外部
投資家，国が所有権と経営権の取得をめぐって複雑な
闘争を展開しつつある。
　全社会レベルと企業レベルで起こっているこれらの
闘争のなかから，独自な特徴をもつロシア社会とロシ
ア企業がやがて形成されてきそうである。
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